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帝国ニュース 京滋の企業 クローズアップ

「省エネ＝省マネーを追求する」
（株）ＯＭエコロジー

エネルギー消費率の高い空調・冷凍機器の大口ユーザーにとって、省エネ・省コスト及び CO2
対策はともに大きな経営課題となっている。OM「面白い！もったいない！」を企業スローガン
に、商いを媒体として人間力をもって人とのつながりを深め、エンドレスユーザーづくりを進め
る（株）ＯＭエコロジーは、ユーザーの省エネ＝省マネーとともに、地球温暖化防止、CO2 削減
に貢献している。同社の代表、太田満氏に取り組みを聞いた。

―― 省エネ事業との出会いは？
もともとは、エネルギー販売会社のグループ

で旅行会社の営業を行っていました。アメリカ
へ足を運ぶことが多く、そのなかで ESCO 事
業に触れる機会を得ました。これは、工場や商
業施設、オフィスビルなどの設備に省エネルギ
ー機器を導入し、省エネ、CO2 対策を進める
もので、日本でも普及が進むと思っていました。
当時は旅行会社の代表に就任してましたが、バ
ブルの崩壊や中抜きといった状況もあり、エネ
ルギー販売会社の中で逆の発想も必要と考え、
平成 8 年度に省エネルギー事業を独自に立ち
上げ、2 年前にグループから独立しました。

―― 具体的な取り組みは？
CO2 などの削減の枠組みを決めた京都議定

書の発効など、CO2 削減の取り組みは待った
なしの状況です。ヒアリングを行うと、対策に
苦慮している企業が非常に多いのを実感しま
す。多くの企業・工場が省エネに関する情報を
欲しがっており、弊社としても勉強会やコラボ
事業などを通じて情報提供を進めています。
ISO14001（環境マネージネント）や KES を
取得されてる企業はまず手始めに、空調機、冷
凍機等の省エネから着手されます。何故ならば
無駄が多く、費用対効果のある効率の良い省エ
ネ化が図りやすいからです。
（株）ビーネクスト（大阪市淀川区、代表林

治氏）が開発した空調・冷凍機制御システム
「Be Next Basic」は、空調機などの運転状況
を常時監視しながら、適切なタイミングで運転
に制御をかけるものです。機器の消費電力の約
90％は本体や室外機のコンプレッサーの稼働
によるので、それぞれの室外機に設置し、30
分に 1～2 回程度コンプレッサーを停止させる
ことで省エネにつなげます。コンプレッサーが
停止しても送風ファンは回転してしばらく冷
気が出ているため、体に感じるような温度変化
はほとんどありません。これにより、使用量と
CO2 の削減と共に、さらにピーク時に設定さ

れる基本料金を低減することもできるのです。
省エネ管理には、まず現状を把握し問題点を

つかむことが必要です。Be Next Basic はもと
もと制御機能と測定機能を併せ持ち、年間の使
用時間を個々の機械で測り、さらに実際にどれ
だけ電気を使っているかといった負荷率を測
定し、最適なシステムを提案します。利用頻度
が低い機械はメンテナンスでリニューアルす
るにとどめることもできます。適正な使用状況
を全社的に見直し、運用状況を把握することで、
快適さや能力を維持したまま、消費電力と
CO2 の削減を図ることができます。

―― 自社の将来像は？
省エネは設備機器への投資だけではありま

せん。むしろ、機器の設置後の勝負といえます。
単なる費用対効果ありきの関係ではなく、体を
張ってこのユーザーに対して何ができるのか。
現場を踏まえてピンポイントで省エネのアド
バイスすることで、一生付き合えるエンドレス
のユーザーとなっていただけます。数千物件の
調査実績が経験値となり、トータルな省エネを
アドバイスできるのが弊社の強みで、大手企業、
物流や食品関連企業など約 1000件以上の施工
実績を積み上げてきました。しかし、この様な
職人的な仕事では組織化は難しい。今後は、ク
ライアントはあまり増やさずに、総合提案がで
きる大手企業 20 社程度を対象に、提案力や付
加価値を高め、「省エネ、コストダウン、に関
してはＯＭエコロジー」との認識を高めていた
だける信頼関係づくりを目指して行きます。

会社概要
事業内容：BeNext、その他省エネ機器販売
所在地：京都市中京区西ノ京職司町 19-401
創業：1996 年 （平成 8 年）8 月
設立：2006 年 (平成 18 年) 8 月
年商：１億円

（URL）www.om-ecology.com


